
小坂町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています

［節電をお願いします］無駄を省き効率的な利用を　待機電力に注意

～小坂小学生が稲刈り体験～

　９月24日、小坂小学校の５年生46人が小笠原吉孝さん（中小坂）から借りて
いる広さ２アールの田んぼで稲刈りを行いました。
　この稲作チャレンジは、総合の授業の一環として行われているもので、稲刈
り前の田植えやカカシ作りも５年生の子供たちが行いました。
　昔ながらの「はさがけ」で乾燥されたお米は、脱穀後、家族や地域の方々と一
緒に美味しくいただくそうです。

おいしいお米ができたかな？

“ひと”と
　 “まち”が輝く
　　躍動する小坂
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▼
平
成
24
年
度
普
通
交
付
税
交
付

額
の
決
定
に
つ
い
て

　

小
坂
町
の
普
通
交
付
税
交
付
決

定
額
は
17
億
１
，
６
３
５
万
９
，

０
０
０
円
で
、
前
年
度
当
初
算
定

額
16
億
５
，０
６
３
万
１
，０
０
０

円
と
比
較
し
、
６
，５
７
２
万
８
，

０
０
０
円（
４
・
０
％
）の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可

能
額
は
１
億
８
，６
１
３
万
円
で
対

前
年
度
比
９
７
３
万
８
，０
０
０
円

（
５
・
０
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
２
つ
を
合
わ
せ
た
実
質
的

な
交
付
税
で
は
、
対
前
年
度
比
５
，

５
９
９
万
円（
３
・
０
％
）の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
予
算
に
お
い
て
普

通
交
付
税
額
は
15
億
円
、
臨
時
財

政
対
策
債
は
１
億
８
，０
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
を
あ
わ
せ
２
億
２
，２
４
８
万
９
，

０
０
０
円
の
留
保
財
源
が
生
ず
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
留
保
財
源
に
つ
い
て
は
、

今
回
の
補
正
予
算
の
財
源
と
し
た

ほ
か
、
今
後
の
必
要
経
費
の
財
源
、

及
び
財
政
状
況
の
改
善
を
図
る
た

め
の
財
源
と
し
て
活
用
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

▼
東
京
電
力
株
式
会
社
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
福
島
第
一
・
第
二
原

子
力
発
電
所
事
故
か
ら
生
じ
た
損

害
や
逸
失
利
益
に
つ
い
て
、
県
の

損
害
賠
償
請
求
方
針
に
沿
い
、
事

故
発
生
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
負
担
し
た
費
用
及
び
逸
失
利
益

等
、
１
，８
４
４
万
９
１
５
円
を
請

求
し
ま
し
た
。

　

そ
の
内
訳
は
、
逸
失
利
益
と
し

て
、
町
内
の
最
終
処
分
場
で
処
理
さ

れ
る
一
般
廃
棄
物
の
搬
入
量
大
幅

減
少
に
伴
う
「
環
境
保
全
協
力
金
」

の
減
収
相
当
額
１
，０
２
２
万
９
，

９
０
０
円
と
、
町
が
負
担
し
た
経

費
、
さ
ら
に
は
「
風
評
被
害
に
よ
り

経
営
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る
町

内
中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
に
か

か
る
利
子
補
給
」
な
ど
合
わ
せ
て

８
２
１
万
１
，０
１
５
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
県
の
指
示
等
に
し
た
が

い
な
が
ら
、
第
二
次
以
降
の
請
求

も
検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

▼
小
坂
町
敬
老
会
に
つ
い
て

　

今
年
は
、
９
月
９
日
に
、
小
坂

町
交
流
セ
ン
タ
ー
の
体
育
館
を
会

場
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
町
内
の
全
地
区
合
同
で

の
開
催
と
し
、
４
５
５
名
の
皆
さ
ん

が
出
席
さ
れ
、
主
催
者
側
の
ス
タ
ッ

フ
を
含
め
、
総
勢
約
６
０
０
名
が
会

場
に
参
集
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
初
め
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
町
内
全
地
区
合
同
で
の
敬

老
会
の
反
省
点
を
生
か
し
、
楽
し

く
、
出
席
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
敬
老
会
と
な
る
よ
う
、
今

後
も
努
め
た
い
と
考
え
ま
す
。

▼
暴
力
団
排
除
に
関
す
る
合
意
書

締
結
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
小
坂
町
暴
力
団
排
除

条
例
に
お
い
て
、「
暴
力
団
員
又
は

暴
力
団
若
し
く
は
暴
力
団
と
密
接

な
関
係
を
有
す
る
者
を
町
が
実
施

す
る
入
札
に
参
加
さ
せ
な
い
等
の

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
規
定

を
よ
り
具
体
的
に
実
行
す
る
た
め
、

８
月
21
日
に
「
小
坂
町
の
暴
力
団
排

除
に
関
す
る
合
意
書
」
を
鹿
角
警
察

署
と
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
暴
力
団
の
排
除
を
推

進
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

▼
最
終
処
分
場
事
業
者
か
ら
の
管

理
計
画
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

８
月
８
日
に
処
分
場
事
業
者
か

ら
環
境
省
が
示
し
た
埋
立
基
準
値

を
下
回
る
基
準
値
で
受
け
入
れ
管

理
し
た
い
と
す
る
管
理
計
画
書
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

廃
棄
物
の
受
入
管
理
と
し
て
、

排
出
時
、
受
入
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の

管
理
値
を
国
の
埋
立
基
準
値
の
半

分
以
下
と
し
、
搬
出
時
の
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
の
濃
度
は
３
，
５
０
０

Bq
／
㎏
以
下
で
あ
る
こ
と
、
空
間

放
射
線
量
の
確
認
で
は
、
０
・
５
μSv

／
ｈ
以
下
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

て
搬
出
し
、
受
入
管
理
値
を
超
過

し
た
場
合
に
は
返
送
す
る
取
り
扱

い
を
定
め
、
埋
立
処
分
方
法
も
廃

棄
物
層
へ
の
雨
水
の
浸
入
の
防
止

措
置
を
講
ず
る
と
し
た
内
容
と
な

っ
て
お
り
、
県
の
指
導
の
も
と
に

作
成
し
た
管
理
計
画
書
で
あ
る
こ

と
な
ど
か
ら
町
民
の
安
全
は
確
保

で
き
る
と
評
価
し
、
管
理
計
画
を

了
承
す
る
旨
、
事
業
者
に
伝
え
ま

し
た
。

　

現
在
、
町
民
説
明
会
に
お
い
て

町
民
か
ら
提
言
の
あ
っ
た
事
業
者

と
環
境
保
全
協
定
を
締
結
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
お
り
、
協
定
の
締

結
を
町
民
の
安
心
に
つ
な
げ
た
い

と
考
え
ま
す
。

▼
菜
種
の
収
穫
と
菜
の
花
の
作
付

の
見
通
し
に
つ
い
て

　

今
年
の
菜
種
の
収
穫
に
つ
き
ま

し
て
は
、
約
10
・
８
ｈ
ａ
に
お
い
て
、

刈
り
取
り
が
約
４
・
３
ha
、
そ
し
て

収
穫
が
約
３
・
０
ｔ
と
な
り
、
昨
年

に
比
べ
数
量
で
は
63
％
減
少
し
て

お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
農
業
法
人
が
昨
年
秋

に
畑
地
へ
約
23�

ha
の
大
規
模
作
付

を
行
っ
て
お
り
、
合
計
の
作
付
面

積
は
約
27�

ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
秋
の
転
作
水
田
へ
の
作

付
予
定
面
積
は
約
23�

ha
と
昨
年
よ

り
12�

ha
増
加
し
て
お
り
、
ま
た
農

業
法
人
に
よ
る
畑
地
へ
の
作
付
も

48�

ha
と
、
合
計
71�

ha
の
作
付
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
▼
普
通
共
用
林
野
の
運
営
状
況
に

つ
い
て

　

関
門
は
、
前
年
と
同
様
５
カ
所

で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

徴
収
期
間
は
５
月
26
日
～
６
月

25
日
の
31
日
間
で
し
た
。
期
間
中

の
入
林
者
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、

延
べ
人
数
で
町
外
者
５
，
２
９
５

名
、
町
内
者
１
，
２
９
４
名
と
い

う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
５
３
名
の
町
民
に
対

し
て
入
林
許
可
証
を
交
付
し
ま
し

た
。

　

平
成
24
年
第
５
回
町
議
会
が
９
月
10
日
か
ら
20
日
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
、
条
例
制
定
・
補
正
予
算
等
12
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
政
報
告
の
要
旨
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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決
算
見
込
み
は
、
収
入
が
約

７
２
７
万
円
に
対
し
支
出
は
約

５
３
０
万
円
、
お
よ
そ
１
９
７
万

円
程
の
黒
字
と
な
る
見
込
み
で
す
。

▼
水
稲
の
生
育
状
況
に
つ
い
て

　

今
年
の
水
稲
は
、
田
植
え
以
降
、

天
候
は
周
期
的
に
変
動
し
高
温
と

低
温
が
訪
れ
ま
し
た
が
、
８
月
15

日
時
点
で
出
穂
期
に
達
し
た
面
積

は
、
作
付
け
の
99
・
５
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

８
月
17
日
に
実
施
し
た
水
稲
定

点
調
査
結
果
で
は
、
１
㎡
当
た
り

穂
数
が
４
６
９
本
、
１
穂
当
た
り

着
粒
数
は
62
・
９
粒
、
１
㎡
当
た

り
の
着
粒
数
は
２
９
，２
５
３
粒
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
害
虫
の
発
生
状
況
に
つ
い
て

は
、
斑
点
米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生

が
多
い
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
汚
染
米
防

止
の
た
め
の
湛
水
管
理
終
了
後
は
、

収
穫
に
向
け
て
ほ
場
の
排
水
を
確

実
に
行
い
、
刈
り
取
り
適
期
を
逃

さ
な
い
よ
う
に
良
質
米
生
産
へ
向

け
て
注
意
を
喚
起
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

▼
小
坂
町
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
つ

い
て

　

６
月
16
日
、「
天
使
館
」を
会
場
と

し
て
、「
産
業
観
光
と
広
域
連
携
に

よ
る
小
坂
の
観
光
振
興
を
考
え
る
」

を
テ
ー
マ
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
ご
来
賓
・
一
般
参

加
者
を
合
わ
せ
２
０
０
人
を
超
え

る
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
、
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
相
談
役
の
吉
川
廣

和
氏
、
ま
た
、
現
在
、
日
本
観
光

振
興
協
会
理
事
長
を
つ
と
め
ら
れ

て
い
る
見
並
陽
一
氏
か
ら
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
作
家
の
石
川
好
氏
を
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、
国
土
交
通
省
交

通
計
画
課
長
の
水
嶋
智
氏
、
東
京

大
学
公
共
政
策
大
学
院
特
任
教
授

の
岩
村
敬
氏
、
目
黒
雅
叙
園
代
表

取
締
役
社
長
の
梶
明
彦
氏
、
Ａ
Ｎ

Ａ
セ
ー
ル
ス
の
伊
豆
芳
人
常
務
取

締
役
、
日
本
航
空
常
務
執
行
役
員

の
藤
田
直
志
氏
の
５
名
の
方
々
が

パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
登
壇
さ
れ
、
町

の
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
、
視

野
を
広
げ
た
広
域
連
携
の
あ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
活
発
に
意
見
交
換

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼
秋
田
県
消
防
操
法
大
会
に
つ
い

て
　

８
月
28
日
、
全
県
の
消
防
操
法

大
会
が
行
わ
れ
、
小
型
ポ
ン
プ
操

法
の
部
に
出
場
し
た
小
坂
町
消
防

団
第
４
分
団
上
川
原
班
が
、
県
内

各
地
か
ら
出
場
し
た
９
隊
の
な
か

で
４
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

▼
集
中
豪
雨
に
よ
る
町
道
災
害
に

つ
い
て

　

７
月
15
日
か
ら
17
日
に
か
け
て
、

小
坂
町
管
内
に
お
い
て
集
中
豪
雨

が
発
生
し
、
町
道
上
向
１
号
線
の

鴇
・
藤
原
間
の
一
部
で
路
肩
が
決

壊
、
７
月
27
日
よ
り
区
間
の
通
行

止
め
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
下
旬
の
災
害
査
定
に
採
択

さ
れ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
復
旧

工
事
を
実
施
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

▼
秋
田
県
町
村
電
算
共
同
化
に
つ

い
て

　

秋
田
県
町
村
会
を
中
心
に
県
内

12
町
村
で
の
電
算
共
同
化
に
よ
る

コ
ス
ト
削
減
の
方
策
を
探
る
た
め
、

２
年
ほ
ど
前
か
ら
調
査
研
究
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
秋
田
県
町
村
会
内

に
新
た
に
電
算
推
進
室
を
設
置
し
、

本
格
的
に
電
算
共
同
化
を
推
進
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
、
本
年
度
に
お
い
て

基
幹
シ
ス
テ
ム
を
更
新
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
部
を
除
き
平
成
29

年
度
の
共
同
化
へ
の
移
行
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

▼
外
国
語
指
導
助
手（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）の
交

代
に
つ
い
て

　

前
任
の
コ
ル
ト
ン
・
ジ
ョ
ン
・

ラ
ニ
ア
ン
さ
ん
は
、
町
民
の
国
際

理
解
や
語
学
力
の
向
上
に
、
２
年

間
に
わ
た
り
力
を
つ
く
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

後
任
の
マ
デ
リ
ン
・
ア
ン
・
ホ
ー

ラ
ン
さ
ん
は
、
ア
メ
リ
カ
・
ア
ー

カ
ン
ソ
ー
州
出
身
で
22
歳
の
女
性

で
す
。

　

日
本
語
で
の
日
常
会
話
は
ま
だ

不
慣
れ
で
す
が
、
町
民
の
皆
様
に

は
あ
た
た
か
く
、
親
し
く
接
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

▼「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」

に
つ
い
て

　

今
回
の
調
査
は
、
町
内
の
小
学

６
年
生
、
中
学
３
年
生
全
員
が
受

検
し
、
小
学
校
で
は
、
特
に
算
数
、

理
科
で
は
習
熟
度
の
向
上
が
顕
著

に
表
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
、
４
教
科
で
全
県

平
均
を
上
回
り
、
学
校
と
生
徒
の

こ
れ
ま
で
の
不
断
の
努
力
が
実
を

結
ん
だ
、
大
変
良
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

▼
小
坂
中
学
校
新
校
舎
の
竣
工
に

つ
い
て

　

昨
年
９
月
に
着
工
し
た
「
小
坂

中
学
校
建
設
工
事
」
は
、
予
定
ど

お
り
７
月
６
日
に
完
成
し
、
21
日

に
は
竣
工
式
を
挙
行
、
21
日
・
22

日
の
両
日
は
、
見
学
会
を
催
し
て

新
校
舎
を
町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
内

覧
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
着
手
済
み
の
「
小
坂
小
学

校
大
規
模
改
修
工
事
」
は
、
12
月

に
は
完
成
し
、
小
中
学
校
校
舎
と

セ
パ
ー
ム
を
つ
な
ぐ
「
渡
り
廊
下

工
事
」
も
来
年
３
月
ま
で
に
は
完

成
し
て
、
一
連
の
学
校
整
備
工
事

が
終
了
す
る
予
定
で
す
。

　

来
年
４
月
に
は
、
七
滝
小
学
校

も
加
わ
り
「
新
総
合
教
育
エ
リ
ア

構
想
」
が
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

●
条
例
制
定

◆
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
締
結
に

つ
い
て

●
補
正
予
算

◆
一
般
会
計（
第
２
号
）

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計（
第
１
号
）

◆
小
坂
町
中
小
企
業
従
業
員
退
職
金

等
共
済
事
業
特
別
会
計（
第
１
号
）

◆
水
道
事
業
会
計（
第
１
号
）

●
任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の

推
薦
及
び
選
任
同
意

◆
人
権
擁
護
委
員（
村
木
あ
つ
子
）

◆
小
坂
町
情
報
公
開
審
査
会
委
員

　
（
川
田
重
三
郎
・
鈴
木
惇
生
・
伊
藤

智
子
・
鳴
海
昇
・
青
島
達
也
）

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

　
（
亀
田
範
夫
）

◆
小
坂
町
教
育
委
員
会
委
員

　
（
小
笠
原
節
三
・
細
川
礼
子
）

主
な
議
決
事
項
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（単位：千円）

会　　計　　名
一　　般　　会　　計
特 別 会 計 （合計）

歳入総額
4,391,484
1,921,494
807,529
72,289
645,531
11,096
28,881
61,453
2,127
2,882

9
3

283,020
6,674
196,083
13,788

歳出総額
4,300,921
1,906,695
801,479
72,253
638,367
11,096
28,881
61,453
2,127
2,882

9
3

283,001
5,144
212,317
81,926

差引額
90,563
14,799
6,050
36

7,164
0
0
0
0
0
0
0
19

1,530
△ 16,234
△ 68,138

国 民 健 康 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
介護保険（保険事業勘定）
〃（介護サービス事業勘定）
簡 易 水 道 事 業
歯 科 診 療 所
中小企業従業員退職金等共済事業
菅原ヤヱ奨学資金
土 地 取 得
文 化 基 金
下 水 道 事 業
小 坂 財 産 区

（収益的収支）
（資本的収支）

水道事業会計

一　　般　　42億4,108万円
歯科診療所　　　　   346万円
簡易水道　　 1億1,520万円
下 水 道　　15億8,779万円
水道事業　　26億4,003万円

■財政調整基金　10億6,919万円
■減債基金　　　  2億7,113万円
■その他基金　　 4億3,989万円

特　
　

別　
　

会　
　

計

①実質赤字比率
　一般会計等の実質的な赤字額が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標
②連結実質赤字比率
　全会計を合計した実質的な赤字額が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標
③実質公債費比率
　道路整備等の公共事業を行う際に借り入れた資金を返済するための元利償還金や、公営企業の元
利償還金のために一般会計から繰り出した額の合計が、標準的な収入に対してどれくらいの割合
になるかを示す指標

④将来負担比率
　一般会計等が将来負担しなければならない額（借金の返済の他にも、職員の退職手当や公営企業
への繰出金等の合計）が標準的な収入に対してどれくらいの割合になるかを示す指標

■資金不足比率
　公営企業の資金不足額が料金収入等の事業規模に対してどれくらいの割合になるかを示す指標

〔　　　　　　〕平成24年３月31日現在の
人口（5,977人）で算出
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平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布され、毎年度、健全化判断比率と、資金不足比率を監査委員
の審査に付したうえで、議会に報告し、公表することになりました。
平成23年度決算に係る比率を算出しましたので、お知らせします。

【すべて健全化基準を下回りました。今後も健全な財政運営に努めます。】

※赤字がない場合は（－）で表されます。

※資金不足がない場合は（－）で表されます。

　　指　　標
①実質赤字比率
②連結実質赤字比率
③実質公債費比率
④将来負担比率

平成23年度
－
－

 13.3％
80.5％

平成22年度
－
－

 13.1％
78.6％

早期健全化基準
015.00％
020.00％
025.00％
350.00％

小坂町
－
－
－

簡易水道事業
下水道事業
水道事業

経営健全化基準

20.00％
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−身近な話題をお知らせください。

町内からたくさんの方が出席しました

全町合同敬老会を開催
　今回初めて全町合同の敬老会が、９月９日セパーム・
アリーナを会場に開催されました。今年度75歳以上の
該当者は1,358名で、そのうち当日の参加者は455名。
また、結婚50年の金婚者も22組の届出があり、この
日は19組のご夫婦が町長から顕彰状を贈呈されまし
た。式典では３名の小学生が敬老作文を元気いっぱい
に発表。祝宴に入ってからは、川上地区や七滝地区の
グループが息のあった踊りを披露。また今回初登場の
「下町かぶき組」劇団悠があでやかに舞った会場では、
みなさん笑顔で久しぶりに会った仲間となごやかに歓
談し、お互いの長寿を喜び合っていました。

　９月21日から30日、秋の交通安全運動が行われました。初
日の21日には、交通安全祈願の神事、交通安全集会、パレー
ドが行われ、鹿角交通協会、安管事業所、小坂町交通指導隊、
老人クラブ連合会、交通安全母の会、鹿角警察署などの関係
者約100名が参加しました。
　町では、昨年の12月から９月20日までの交通事故ゼロの日
数が1000日を超えました。しかし、大変残念ながら飲酒運転
等住居別実態調査では県内25市町村中９位となっています。
　秋の交通安全運動は終了しましたが、町民の皆様には引き
続き交通ルールを守り、安全な地域社会づくりへのご協力を
お願いします。

秋の交通安全運動

交通死亡事故ゼロ1000日達成

　９月26日、第46回小坂町老人クラブ大会が「健
康づくりと友愛訪問活動を積極的に推進する」をス
ローガンにして盛大に開催されました。
　式典では田中陽子さん（下小坂・寿クラブ）、花田
時子さん（向陽・松寿会）、畑沢満子さん（濁川・松
葉会）、泉米子さん（成森・寿クラブ）、銭盛のぶさ
ん（余路米・松竹会）の５名、栄町・栄寿会、藤倉・
さつきクラブ、大生手・寿会、万谷・寿会の４クラ
ブへ町長表彰の表彰状が贈呈されました。
　また、個人14名、３クラブへ小坂老連会長表彰
の表彰状が贈呈されました。

いつまでも健康で明るく

小坂町老人クラブ大会

　近年、観光客の「まちなか観光」がブームになって
おり、明治百年通りにも個人観光客の「まちあるき」
が以前より多く見られるようになってきました。
　この機会に、あな
たも城下町弘前の
「まちあるき」を体験
してみませんか!

◆日　時
　11月３日㈯
　　 　４日㈰
◆会　場　弘前市内他
◆参加費　2,000円
◆主　催　ひろさき街歩き
　　　　　観光推進実行委員会他
◆協　力　小坂町他（弘前地域観光団体事務局連絡会議）
◆その他　参加や会場までの移動は個人での対応と
　　　　　なります。

お問い合わせ先　役場観光商工班（℡0186－29－3908）
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緑地広場

樹海ライン

臨時P 臨時P 臨時P

桃豚販売
施設出店コーナー

特設ステージ

動物ふれあい
広場

搾油施設

ハウス

PP

バイオ燃料
製造施設

バイオ燃料
トラクター運行

滝の茶屋　孫左衞門
ハートランドマーケット

日本の滝百選 七滝
ア
カ
シ
ア
大
橋

←至東北道小坂IC
（車で10分） 至十和田湖→

鹿角りんご、山ぶどうソフト、ジェラート、ワッフル各種、巣蜜入りアカシア蜂蜜他

旬の地場産ぶどう、天然きのこ、きのこ汁、特製味噌付けたんぽ、
桃豚入りカレーパン、昔ながらのお菓子、秋の山野草他

●桃豚を満喫！（フードコート開設）
　「桃豚ぶたんぽ」ほか、桃豚グルメが勢揃い！
　（ハンバーガー、ホットドック、カツサンド、
　ち～棒、角煮まん他）
●桃豚精肉パック、桃豚加工品特売
●桃豚かやき（無料　1000食／ 1日）
　特製大鍋で作る桃豚かやきをこの機会にどうぞ！
●堆肥即売会も行います。

出店者名／「ちち家」・「瀧観」・「孫左衞門」

●ブドウジュース作り実演販売
●動物ふれあい体験
●BDF（バイオディーゼル）トラクタ－実演
●ステ－ジイベント
　小坂小スクールバンド・湯沢三兄弟民謡ライブ・
　大太鼓演奏・スコップ三味線・ぶどう飛ばし大会他

●「グレープランドワイン樹海」販売コーナー
●味噌付けたんぽ　　●地場産ぶどう即売会
●一番搾り「菜々の油」コーナー
●きりたんぽ風焼きそば　●比内地鶏焼きとり
●ＪＡかづの農産物販売コーナー

りゅうかん

町内の美味しいホルモン店が体験農園エリアに集
結します。

平成24年10月20日㈯・21日㈰　午前10時～午後３時
七滝エリア（道の駅こさか七滝・小坂町体験農園）雨天決行 ※荒天中止



生涯学習だより小坂公民館上向分館(事務局　交流センター「セパーム」内)
小坂公民館十和田分館(☎0₁76－7₅－27₃6)
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◆
傷
つ
い
た　

心
を
い
や
す　

友
の
声（
小
坂
高
校
１
年　

工
藤　

航
羽
）《
優
秀
賞
》　

◆
聞
き
ま
す
よ　

あ
な
た
の
話　

何
度
で
も（
小
坂
高
校
２
年　

内
川　

莉
瑳
）《
優
秀
賞
》

　お年寄りから子どもまでが広々とした風景のもとで、体を動かしたりくつろいだりできる“みんなの運動
公園”として整備を進めていました、「小坂町パークゴルフ場」が、樹海クリーン隣りに完成しました。
　オープンデッキを備えたクラブハウスも建設され、散歩などの休憩場所としても利用できます。本格オー
プンは来年春からとなりますが、町ではお披露目として１日無料開放します。

　当日、午前中（10～12時）芝生広場ではスポーツ推進委員が子ど
もたちと一緒に遊んだり、ニュースポーツやノルディックウォー
ク用具の貸出もいたしますのでご家族でおいでください。

※数に限りがございますが、パークゴルフ用クラブの貸出もいたします。　※パークゴルフ場の正式な
オープンは、来年度からとなります。　※小雨決行ですが、雷等の荒天の場合は中止となります。

日　時　平成24年10月28日㈰　９：00～15：00
場　所　小坂町パークゴルフ場
　　　　樹海ライン沿い公衆トイレ樹海クリーン隣り
内　容　パークゴルフ場コース無料開放
　　　　パークゴルフ経験者の初心者へのルール指導
　　　　芝生広場の開放（子どもたちが走り回れます）

　まなびピアは、生涯学習活動の総合的な交流と発表の場と
して開催されており、今年で24回目となります。昨年から秋
の文化行事として小坂小の学習発表会と同日開催しています。
　二日間にわたり個人や団体、グループを中心とした活動作
品の展示や学習発表などを通じて、学習成果を披露しました。

　展示コーナーでは、写真、手芸、陶芸、工芸など様々な分野の
500点を超える作品が、訪れた人の目を楽しませていました。
　坂高コーナーでは、小坂高校生が製作したソーラーカーや
ゲームなどで会場を楽しませてくれました。
　発表・体験コーナーでは、「３Ｂ菜々」による３Ｂ体操の発
表体験や、巻きずし体験、折り紙やハンドベル、アルミ工作体
験、また「あゆみ学級」によるフラワーアレンジメントなど子
どもも大人も一緒に体験を楽しみました。
　喫茶コーナーでは、ステンドグラスで飾られた部屋でカス
テラを味わったり休憩をしたり二日間、たくさんの方に来場
していただきました。
　今回の発表や体験・展示が町民の皆さんの学習意欲向上に
つながるきっかけとなることを期待したいものです。



生涯学習だより 交流センター「セパーム」・小坂公民館(☎29−2069)
川上公民館(☎29−2₃44)　七滝公民館(☎29−₃4₁₁)
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◆
思
い
や
り　

あ
ふ
れ
る
所
に　

笑
顔
咲
く（
小
坂
高
校
２
年　

工
藤　

舞
奈
）《
優
秀
賞
》　

◆
協
力
し　

非
行
を
抑
え
る　

地
域
の
輪（
小
坂
高
校
２
年　

安
保　

星
斗
）《
優
秀
賞
》

　

９
月
２
日（
日
）、
七
滝
地
区
で

は
七
滝
地
区
総
合
体
育
大
会
が
第

50
回
記
念
大
会
と
し
て
七
滝
小
学

校
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ

れ
、
川
上
地
区
で
は
第
29
回
川
上

地
区
秋
季
大
運
動
会
が
川
上
公
民

館
グ
ラ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

七
滝
地
区
で
は
、「
イ
ン
ス
タ
ン

ト
奥
さ
ん
」
や
「
ボ
ト
ル
の
行
方
知

ら
ず
」
な
ど
の
種
目
に
熱
戦
を
展

開
し
、
記
念
大
会
用
に
準
備
さ
れ

た
特
別
な
応
援
も
見
ら
れ
会
場
に

大
き
な
歓
声
が
沸
い
て
い
ま
し
た
。

　

川
上
地
区
で
は
雪
沢
ト
ン
ネ
ル

企
業
体
従
業
員
も
加
わ
り
、「
ビ
ー

ル
飲
み
リ
レ
ー
」や「
最
強
リ
レ
ー
」

で
は
、
特
に
大
き
な
歓
声
が
沸
い

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
終
了
後
は

参
加
者
全
員
で
交
流
会
が
開
か

れ
、
地
域
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま

し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

●
七
滝
地
区

　

優　

勝　

大
地

　

準
優
勝　

万
谷

　

第
３
位　

上
川
原

●
川
上
地
区

　

優　

勝　

濁
川
１
区

　

準
優
勝　

野
口

　

第
３
位　

砂
子
沢

　昭和57年10月にオープンした小坂町立総合博物
館郷土館が開館30年を迎え、９月29日記念式典を開
催しました。
　会場の天使館には、開館当初から携わった多くの
方が集まり、式典のなかで「郷土館友の会」の皆さ
んに感謝状が授与されました。
　式典終了後、小坂町指定無形民俗文化財「出羽神
社権現舞」が披露され、その後記念講演会では秋田
県立近代美術館河野元昭館長が「福田豊四郎　その
人と芸術」と題して福田画伯の芸術と人生をお話さ
れました。
　郷土の歴史、
民俗、美術を守
り伝えていく、
郷土館の役割
を再認識した
１日でした。

　９月15日、子ども
たちは朝から大忙し。
お土産用にお菓子を
作って、それからハ
ンドベルの練習♪そ
して「ぐるーぷほーむ
こさか」に遊びに行き
ました。
　数少ないレパートリーから、低学年生は「きらき
ら星」高学年生は「虫の声」「エーデルワイス」。小さ
な声で口ずさんでいた皆さんも最後の「ふるさと」

は子ども達の演奏に合
わせて、大きな声で。
本も読んで、お土産の
お菓子も食べて…
　みんながニコニコ笑
顔になりました。

▲川上地区

▲七滝地区

○
日　

時

　

10
月
21
日（
日
）　

午
前
９
時
～

○
会　

場

　

黒
森
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

○
参
加
資
格

　

小
坂
町
在
住
の
方

○
参
加
料　

５
０
０
円

○
主　

催

　

小
坂
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
会

○
申
込
み
先

　

10
月
20
日
ま
で　

佐
藤
東
太
郎

（
TEL��
０
９
０
︱
８
７
８
７
︱
１
６
６
０
）

　

郷
土
館
で
は
、
現
在
開
催
し

て
い
る
特
別
展
「
自
然
共
生　

福
田
豊
四
郎
と
工
藤
甲
人
」
に

あ
わ
せ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

を
開
催
し
ま
す
。

◆
講
師　

青
森
県
立
美
術
館

　
　
　
　

菅
野
晶
学
芸
員

◆
日
時　

10
月
27
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

◆
会
場　

郷
土
館

　
　
　
　

観
覧
料

　
　
　
　
　

一
般　

３
０
０
円

　
　
　
　
　

中
学
生
以
下
無
料

　
（
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
は
無
料
）
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◆
大
丈
夫　

見
守
っ
て
る
よ　

い
つ
だ
っ
て（
親
子
応
募　

櫻
庭　

楓
太
・
未
歩
）《
優
秀
賞
》　

◆
こ
ん
に
ち
は　

す
ぐ
に
み
ん
な
と　

お
と
も
だ
ち（
小
坂
小
６
年　

中
村　

思
葉
）《
入
選
》

〈開催日時〉10月20日㈯　10：30～
〈対　　象〉幼児～小学生、保護者
　　　　　　※自由参加・無料
　　　

芸術の秋は郷土館の特別展へ芸術の秋は郷土館の特別展へ

【11月４日まで開催中】

ホントノキズナ
2012・第66回
読書週間

◇本のリサイクル　廃棄図書・雑誌等の無料提供
◇図書展示　「ココロ　ツナギ」10月中開催

●
３
年
生
就
職
戦
線
始
ま
る

　

９
月
16
日
か
ら
高
校
生
の
就
職
試

験
が
始
ま
り
ま
し
た
。
一
昨
年
の
震

災
の
影
響
も
あ
り
、
今
年
度
の
就
職

状
況
も
厳
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

２
学
期
が
始
ま
り
、
連
日
面
接
練

習
や
作
文
練
習
な
ど
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
就
職
希
望
の
全
員
53
名

（
県
内
34
名
、
県
外
19
名
）の
内
定
を

報
告
で
き
る
こ
と
を
目
標
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
１
年
生『
ふ
る
さ
と
も
の
づ

く
り
企
業
紹
介
事
業
』

　

９
月
６
日
、
秋
田
北
鷹
高
校
キ
ャ

リ
ア
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
小
玉
先
生
を

お
招
き
し
、
１
年
生
を
対
象
と
し
た

職
業
適
性
や
地
元
企
業
等
の
紹
介
に

つ
い
て
講
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

職
業
の
分
類
や
適
性
の
見
極
め
方
、

ま
た
㈱
小
坂
製
錬
を
は
じ
め
、
小
坂

町
・
鹿
角
市
数
社
の
業
務
内
容
を
学

習
し
ま
し
た
。
生
徒
か
ら
は
二
年
後

の
進
路
活
動
に
向
け
、
ま
ず
は
自
ら

を
見
直
そ
う
と
い
う
姿
勢
が
強
く
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
部
に
よ
る
エ
コ

石
け
ん
づ
く
り

　

８
月
24
日
に
本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
環
境
部

の
保
護
者
８
名
が
集
ま
り
、
廃
油
を

利
用
し
た
エ
コ
石
け
ん
を
製
作
し
ま
し

た
。
使
用
し
て
み
た
い
方
は
、
学
校

祭
当
日
に
玄
関
で
無
料
配
布
し
ま
す

の
で
来
校
く
だ
さ
い
。
な
お
、
数
量
は

１
０
０
個
ほ
ど
で
す
。

着図書 ※（　）の中の数字は分類番号です

※「小坂町ホームページ」で当館の蔵書検索ができます

新
小説・エッセイ
■月と雷／角田光代（913）
■冥土めぐり／鹿島田真希（913）芥川賞受賞
■光／道尾秀介（913）
■パブロフの人／ダンカン（913）
■夜をぶっとばせ／井上荒野（913）

実用書
■生きる悪知恵／西原理恵子（159）
■本当に飲みたい！世界のビール
　　　　　　　　　　　　／藤原ヒロユキ（588）
■医師のつくった「頭のよさ」テスト
　　　　　　　　　　　　／本田真美（141）

児童書
■ちいさなちいさなすてきなおうち／さかいさちえ（Ｅ）
■おうまさんしてー！／三浦太郎（Ｅ）
■かいけつゾロリのメカメカ大さくせん
　　　　　　　　　　　　／原ゆたか（Ｋ913）
■ちびまるこちゃん　まる子の貯金箱の巻
　　　　　　　　　　　　／さくらももこ（Ｋ913）

 

講
演
会

『
地
震
と
防
災
に
つ
い
て
』

◆
日
時　

10
月
16
日（
火
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
10
分

◆
会
場　

小
坂
高
校
体
育
館

　

秋
田
地
方
気
象
台
よ
り
講
師
を

招
き
、
地
震
・
津
波
に
対
す
る
備

え
や
、
防
災
情
報
の
解
釈
の
仕
方

等
を
お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

小
坂
高
校
総
務
部　

近
藤

　
（
TEL�

29
︱
３
０
６
５
）
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募集人数　若干名
職務内容　除雪・排雪及び道路維持管理
任用期間　12月１日～平成25年３月31日
勤 務 日　原則として月～金曜日及び降雪時
勤務時間　８：30 ～ 17：15（12：00 ～ 13：00休憩時間）
　　　　　※降雪時は夜間出動があります。
　　　　　※乗車機械と除雪コースにより勤務時間
　　　　　　は異なります。（残業手当あり）
年　　齢　21歳～ 59歳、性別は問いません。
必要な技能・資格
　大型免許、大型特殊免許、車両系建設機械技能講習
　修了証を有する方で除雪作業経験のある方。

応募方法
　建設班へお問い合わせのうえ、履歴書及び各種資
　格証（写し）を提出してください。
応募期限
　10月31日（水）
採用面接
　11月７日（水）
　午前10時から

（予定価格250万円以上）

番号

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

入札予定時期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第３四半期

第４四半期

第４四半期

第４四半期

第４四半期

第４四半期

第４四半期

第４四半期

第４四半期

期　間

約５ヶ月

約５ヶ月

約３ヶ月

約３ヶ月

約３ヶ月

約３ヶ月

約３ヶ月

約３ヶ月

約８ヶ月

約５ヶ月

約５ヶ月

約５ヶ月

約３ヶ月

約３ヶ月

約５ヶ月

約５ヶ月

入札及び契約の方法

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

指名競争入札

種　　別

建　　築

建　　築

水道施設

土　　木

土　　木

土　　木

舗　　装

舗　　装

舗　　装

土　　木

土　　木

土　　木

土　　木

土　　木

水道施設

水道施設

概　　　　　要

小坂中学校渡り廊下設置工事
小坂町小坂字赤神地内
小坂鉄道レールセンター整備工事
小坂町小坂鉱山字古川地内
小坂鉄道レールセンター上水道布設工事
小坂町小坂鉱山字古川地内
小坂鉄道レールセンター下水道布設工事
小坂町小坂鉱山字古川地内
万谷地区農道改修工事
小坂町荒谷字万谷地内

大地川護岸補修工事

町道上向１号線災害復旧工事
小坂町上向字上ノ平地内
町道牛馬長根１号線災害復旧工事
小坂町荒谷字三ツ森地内

町道新遠部線道路改良工事第２工区

下水道管渠工事古苦竹第一工区
小坂町小坂鉱山字苦竹地内
下水道管渠工事川通り第一工区
小坂町小坂鉱山字渡ノ羽地内
下水道管渠工事川通り第二工区
小坂町小坂鉱山字渡ノ羽地内
下水道管渠工事古苦竹単独第一工区
小坂町小坂鉱山字苦竹地内
下水道管渠工事川通り単独工区
小坂町小坂鉱山字渡ノ羽地内
配水管布設替工事
小坂町小坂字横道地内
配水管布設替工事
小坂町小坂鉱山字渡ノ羽地内

渡り廊下設置

木造平屋建
延べ床面積270㎡の改修

配水管　φ=50 L=110ｍ

汚水管渠　φ=150 L=110ｍ

道路拡幅　L=97ｍ

ブロック積　A=73㎡

舗装改修　A=7,000㎡

舗装改修　A=3,890㎡

道路改良　L=140ｍ

汚水管渠　φ=150 L=376ｍ

汚水管渠　φ=150 L=630ｍ

汚水管渠　φ=150 L=340ｍ

汚水管渠　φ=150 L=104ｍ

汚水管渠　φ=150 L=149ｍ

配水管　φ=75 L=200ｍ
　　　　φ=50 L=215ｍ
配水管　φ=75 L=490ｍ
　　　　φ=50 L=85ｍ

工　　　　　事　　　　　名
場　　　　　　　　　　　所

町では、冬期間の除雪・排雪作業などに従事する臨時職員を募集します。
応募される方は建設課建設班（TEL29－3910）までお問い合わせください。
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お
母
さ
ん
か
ら

　

イ
ヤ
イ
ヤ
し
な
が
ら
も
毎

日
歯
み
が
き
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。

相馬唯
ゆい

斗
と

さん
（中央団地）

お
父
さ
ん
か
ら

　

毎
日
歯
み
が
き
が
ん
ば
っ

て
ま
す
！

齋藤睦
む

月
つき

さん
（万谷上）

お
母
さ
ん
か
ら

　

と
に
か
く
食
べ
る
の
が
大

好
き
！
食
べ
た
後
の
歯
み
が

き
が
ん
ば
っ
て
ま
す
。

小野流
る

暉
き

空
あ

さん
（中小坂）

お
母
さ
ん
か
ら

　

甘
い
食
べ
物
大
好
き
な
の

で
、
歯
み
が
き
が
ん
ば
っ
て

い
ま
す
。

栗山　円
まどか

さん
（大生手）

お
父
さ
ん
か
ら

　

と
に
か
く
食
後
歯
み
が

き
！
（
歯
グ
キ
を
傷
つ
け
な

い
よ
う
に
）

倍賞紅
あ

鏡
き

さん
（狐崎）

　インフルエンザは羅患率が高く、高齢者や幼児、また心肺や気管支等に慢性疾患のある方は重症化
して命にかかわる危険があるため十分な注意が必要です。
　小坂町では、下記の方を対象にインフルエンザ予防接種費用の一部を助成します。インフルエンザ
が流行する12月頃までに予防接種を受けるようにしましょう。

　乳がん検診は40歳以上を対象とし、２年
に一度の受診となります。無料クーポン券
をお持ちの方は、クーポン券が使える最後
の検診となります。
※検診を希望する方は、10月19日まで保健
センターへお申し込みください。

①65歳以上

②60歳以上65歳未満で
心臓、腎臓、呼吸器、
免疫機能に重い障害
のある方（身体障害
者手帳１級程度）

③生後６か月～
　高校３年生相当年齢

一人１回限り　　1,000円

一人１回限り　　1,000円
※事前に保健センターへの申
請が必要です。（印鑑、身体
障害者手帳または医師の診
断書をご持参ください）

一人１回につき　1,000円

対 　 　 象 助 成 金 額

［助成対象］※下記表を参照
［接種期間］
　10月１日㈪～
　　　　平成25年２月28日㈭
［助成金額］
　1,000円(対象①②は１回限り)

［接種料金］医療機関が定める接種料金
　※医療機関からは、予め1,000円減額された
　　金額が請求されます。
　※生活保護世帯の方は緊急時医療依頼証を提
　　示することで無料となります。
　※接種医療機関については保健センターへお
　　問い合わせください。

　ふれあい広場では、
みなさんからの投書や
イラストを募集してい
ます。
　 掲 載 を 希 望 さ れ る
方は、広報担当(TEL29－
3901)までご連絡くだ
さい。
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　全額免除や一部免除の場合は、免除の割合に応じて年金額に反映されますが、若年者納付猶予と学生納付特
例は年金額に反映されません。経済的に余裕ができたときに追納制度を利用すると、将来受け取る老齢基礎年
金額が満額に近づきます。
　通常の滞納や未納では時効により、原則過去２年分の保険料しか追納できませんが、免除や猶予を受けてい
た場合は、過去10年前までさかのぼって納付することができます。
　ただし、３年度以上前の保険料を追納するときには、経過した期間に応じて加算額が上乗せされます。より
古いものから追納する必要があるので、できるだけ早く追納してください。
　また、追納する場合は、１ヶ月・２ヶ月・３ヶ月単位で保険料を分割して納めることができ、全国のコンビ
ニや金融機関からも納付できます。

年金に関するお問い合わせ
　年金確保支援法が成立し、平成24年10月１日から滞納や未納でも
過去10年前までさかのぼって保険料を納付できるようになります。
ただしこの制度は、実施から３年間に限ったものですので、保険料
の納付忘れがないか年金事務所などで確認しておきましょう。

『国民年金保険専用ダイヤル』
TEL0570－011－050
『鷹巣年金事務所』

TEL0186－62－1497

　９月30日にJICA研修員（12か国19名）が
来町し、11月12日までの約６週間小坂に滞
在します。
　町内で見かけた際には、温かく「ハロー!」
と声をかけてください。きっと喜びますよ!

　英語・日本語の表現を使い分けるのは、自分にとってすごく便利なときと少し面倒くさいときがあります。
しかし、言葉の表現の仕方から文化を学び続けています。

『私が感じる日本語と英語の表現について』

●本音と建て前が無い。

●物事をまっすぐ伝えることが多い。
　（でないと周りはイライラします）

●物事をはっきり言っても失礼じゃない。

●あまり空気を読まない人が多い。
　（もしかすると読めない）

●答えたくない質問でも曖昧にしにくい。
　（相手ははっきりとした答えを欲しがる）

●英語には尊敬語などが無い。

●和を大事にする。

●空気を読む人が多い。
　（または読める人が多い）

●まっすぐに物事を言うと
　失礼と捉えられることがある。

●尊敬語など、とても丁寧で上品に
　聞こえる。

●若者の影響で言葉の進歩が早い。
　（新しく生み出された言葉が定着している）
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お
知
ら
せ

　

10
月
13
日
か
ら
秋
田
県
最
低
賃

金
は「
時
間
額
６
５
４
円
」と
な
り
ま

す
。
最
低
賃
金
は
、
臨
時
・
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
等
、
県
内
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
、
労
使
合
意
の
う

え
で
あ
っ
た
と
し
て
も
最
低
賃
金
額

以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
い
と
最
低

賃
金
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
労
働
局
賃
金
室

（
TEL
０
１
８
︱
８
８
３
︱
４
２
６
６
）

　

今
回
は「
き
り
た
ん
ぽ
」と「
秋
田

犬
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
各
種
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

な
お
、「
第
40
回
本
場
大
館
き
り
た

ん
ぽ
ま
つ
り
」
も
同
一
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

◆
期
日

　

10
月
13
日（
土
）・
14
日（
日
）

◆
会
場

　

大
館
樹
海
ド
ー
ム
・
樹
海
体
育
館

◆
主
な
イ
ベ
ン
ト（
入
場
無
料
）

・
秋
田
犬
ト
ー
ク

　

13
日　

午
後
１
時
～
２
時
30
分

　

定
員
70
名（
要
事
前
申
込
）

・
き
り
た
ん
ぽ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

14
日　

午
後
１
時
～
３
時

　

定
員
２
０
０
名（
要
事
前
申
込
）

◆
事
前
申
込
先

秋
田
魁
新
報
社「
ふ
る
さ
と
彩
発
見
」係

（
FAX
０
１
８
︱
８
６
６
︱
９
２
８
５
）

メ
ー
ル
：oodate2012@

sakigake.jp

◆
収
集
日　

10
月
21
日（
日
）

　

各
自
治
会
の
ル
ー
ル
に
従
い
、
朝

８
時
ま
で
に
指
定
場
所
に
出
し
て
く

だ
さ
い
。
収
集
す
る
種
類
は
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
配
布
さ
れ
る
チ

ラ
シ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

鹿
角
広
域
行
政
組
合（
TEL�
22
︱
２
６
１
１
）

　

10
月
15
日
か
ら
21
日
は
「
行
政
相

談
週
間
」
で
す
。
行
政
相
談
委
員
は

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
国
の

行
政
機
関
等
に
対
す
る
苦
情
や
意

見
、
要
望
等
を
受
け
付
け
て
、
そ
の

解
決
を
図
る
行
政
と
住
民
の
パ
イ
プ

役
で
す
。

◆
行
政
相
談（
ほ
っ
と
り
あ
）

　

10
月
16
日（
火
）午
前
10
時
～
正
午

※
毎
月
第
２
火
曜
日
開
設

◆
行
政
相
談
委
員

　

亀
田
誠
一（
上
川
原
）

　
（
TEL�

29
︱
５
８
２
８
）

◆
開
催
日

　

10
月
17
日（
水
）、
11
月
21
日（
水
）

　

午
後
２
時
～
４
時

◆
場
所

　

大
館
市
北
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

◆
相
談（
要
事
前
予
約
）

　

登
記
、
多
重
債
務
、
成
年
後
見
等

に
つ
い
て
面
談
に
よ
る
相
談
。

※
毎
月
先
着
８
件
ま
で

◆
予
約
専
用
電
話

司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
大
館

（
TEL
０
１
８
︱
８
２
４
︱
０
０
５
５
）

　

子
ど
も
の
人
権
問
題（
い
じ
め
、

虐
待
等
）、
隣
近
所
と
の
問
題
、
そ

の
他
困
り
ご
と
や
心
配
ご
と
等
に
つ

い
て
の
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

10
月
30
日（
火
）

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

◆
場
所　

川
上
公
民
館

【
人
権
擁
護
委
員
】

小
笠
原
修
三（
TEL�

29
︱
３
３
４
８
）

中
村　

容
子（
TEL�

29
︱
５
５
９
０
）

村
木
あ
つ
子（
TEL�

29
︱
４
６
７
９
）

工
藤　

哲
雄（
TEL�

29
︱
２
３
４
０
）

情
報

　障害者虐待防止法の施行（10月1日）にともない、
小坂町障害者虐待防止センターを開設しました。
障害者虐待と思われるケースを発見した際は、下
記へご連絡ください。
※緊急性が高い場合は警察（110）や救急（119）
へ通報をお願いします。

〈お問い合わせ先〉小坂町障害者虐待防止センター（TEL29－2950）

１．障害者虐待に関する通報・届出の受付
２．障害者及び養護者への相談・指導・助言
３．広報その他啓発活動

１．養護者による虐待
２．障害者福祉施設従事者等による虐待
３．使用者（雇用主等）からの虐待

身体的・性的・心理的・経済的な虐待
放任・放棄（ネグレクト）など

9月分 町長交際費をお知らせします
【計17件　91,020円】

香典　２件

供花　２件

御神酒　８件

秋田県・中国甘粛省
　友好提携記念祝賀会

自衛隊秋田駐屯地
　創立60周年記念祝賀会

秋田県町村会理事会懇親会

小坂七夕祭実行委員会
　山車責任者合同会議懇親会

郷土館開館30周年記念祝賀会

10,000円

20,000円

28,020円

8,000円

7,000円

10,000円

3,000円

5,000円

秋
田
県
最
低
賃
金
改
定

秋
の
指
定
不
用
品
収
集

ふ
る
さ
と
彩さ

い
発
見

さ
き
が
け
in
大
館

行
政
相
談
週
間

秋
田
県
司
法
書
士
会
無
料
相
談
会

人
権
困
り
ご
と
無
料
相
談
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お
知
ら
せ

　くらしの安全・安心と心豊かな消費生活を実現
するため、必要な知識を系統的に学習します。
■登録定員　　70名
■会　　場　　大館市中央公民館
■受 講 料　　無料（10月31日までに電話申込）
　※ご希望の講座のみ受講することも可能です。

北部消費生活相談室（旧正札竹村ビル１階）
（℡0186－45－1041）

秋田県生活環境部環境管理課　大気・水質班
（TEL018－860－1603）

　稲わら焼きは県条例で禁止されています。特に、
周辺に影響が出やすい10月1日～11月10日までの間
は全面禁止となっています。

申込・お問い
合わせ先

11月６日㈫
13:00～15:00

秋田県金融広報
アドバイザー
伊藤　晴美　氏

11月15日㈭
10:00～12:00

11月28日㈬
13:00～15:00

パナソニック㈱
吉村　和義　氏

秋田県生活衛生課
主査　鈴木　豊　氏

開校式
「これからの生活は大丈夫？
　～年金・医療・資産運用～」

「捨てることから始めよう!
　　～収納の工夫術～」

「食の安全・安心
　　～ここがポイント～」

日時 テーマ 講師等

　
「
望
ま
し
い
生
活
習
慣
と
食
事
や

メ
デ
ィ
ア
と
の
関
係
」
に
つ
い
て
講

話
を
開
催
し
ま
す
。
園
児
、
児
童
生

徒
の
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん
、
町
民
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
４
日（
日
）

　

午
後
２
時
～
４
時
10
分

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
内
容

・
健
康
講
話

（
講
師
）県
教
育
庁
生
涯
学
習
課

　

社
会
教
育
主
事　

森
川
勝
栄
氏

・
小
・
中
学
生
の
発
表

・
栄
養
満
点
簡
単
朝
食
レ
シ
ピ
展
示

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
班

（
TEL���

29
︱
２
３
４
２
）

　

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
し

た
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り

買
い
主
が
契
約
か
ら
２
週
間
以
内
に

届
出
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
届
出
が
必
要
な
取
引

　

売
買
、
交
換
、
譲
渡
、
担
保

　

代
物
弁
済
等

◆
届
出
が
必
要
な
面
積

①
市
街
化
区
域
＝
２
千
㎡
以
上

②
市
街
化
区
域
を
除
く
都
市
計
画

　

区
域
＝
５
千
㎡
以
上

③
都
市
計
画
区
域
外
の
区
域

　

＝
１
万
㎡
以
上

◆
届
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
政
班（
TEL���

29
︱
３
９
０
７
）

　

来
年
度
の
検
察
審
査
員
候
補
者
に

選
ば
れ
た
方
に
、
11
月
頃
通
知
書
が

届
き
ま
す
。
検
察
審
査
会
で
は
、
検

察
官
に
問
題
等
が
あ
っ
た
場
合
に
検

察
官
の
処
分
の
よ
し
あ
し
を
審
査
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

大
館
検
察
審
査
会
事
務
局

（
TEL��
０
１
８
６
︱
42
︱
０
０
７
１
）

　

秋
田
労
働
局
で
は
、
最
低
限
遵

守
の
必
要
な
労
働
関
係
法
令
を
ま
と

め
、
労
使
間
紛
争
の
未
然
防
止
に
も

役
立
つ
テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
労
働
局
企
画
室

（
TEL��
０
１
８
︱
８
８
３
︱
４
２
５
４
）

　

解
雇
や
労
働
条
件
を
巡
る
労
働
者

個
人
と
事
業
主
間
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
解
決

土
地
取
引
に
関
す
る
届
出

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
チ
ェ
ッ
ク

テ
キ
ス
ト
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

す
こ
や
か
な
小
坂
の

子
供
た
ち
を
目
指
し
て

検
察
審
査
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

小
坂
町
の
四
季
と
観
光
名
所

が
表
現
さ
れ
て
い
る
小
坂
音
頭

は
、「
康
楽
館
」
の
修
復
オ
ー
プ

ン
に
あ
わ
せ
て
、
昭
和
61
年
に

発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
若
い
方
々
に
も
働
き

か
け
な
が
ら
普
及
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
お
願
い
で
す
が
、
使

わ
な
く
な
っ
た
小
坂
音
頭
の
浴

衣
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
寄
付

い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（「
康
楽
館
」の
文
字
が
入
っ
て

い
る
白
地
の
浴
衣
で
す
）

　

浴
衣
は
高
校
生
等
へ
の
普
及

に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］

　

小
坂
音
頭
の
会
事
務
局

　
　
（
観
光
商
工
班　

木
村
）

TEL���

29
︱
３
９
０
８

使
わ
な
く
な
っ
た

小
坂
音
頭
の
浴
衣

あ
り
ま
せ
ん
か
？
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お
知
ら
せ

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
利
用
は
無

料
で
、
労
使
ど
ち
ら
か
ら
で
も
申
請

で
き
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
TEL
０
１
８
︱
８
６
０
︱
３
２
８
４
）

　

10
月
は
里
親
月
間
で
す
。
全
国
で

は
様
々
な
理
由
か
ら
親
元
で
生
活
で

き
な
い
子
ど
も
が
約
４
万
人
お
り
、

そ
の
内
９
割
が
乳
児
院
や
児
童
養
護

施
設
で
生
活
し
て
い
ま
す
。国
で
は
、

よ
り
家
庭
的
な
こ
と
を
体
験
で
き
る

里
親
家
庭
で
の
養
育
を
大
幅
に
増
や

し
て
い
く
計
画
で
す
。

　

子
ど
も
へ
の
理
解
と
熱
意
、
そ
し

て
豊
か
な
愛
情
が
あ
る
方
の
里
親
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

秋
田
県
子
育
て
支
援
課
家
庭
福
祉
班

（
TEL
０
１
８
︱
８
６
０
︱
１
３
４
４
）

小
坂
町
役
場
町
民
福
祉
班

（
TEL�

29
︱
２
４
０
０
）

◆
日
時

　

11
月
11
日（
日
）午
前
９
時

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
参
加
資
格

　

原
則
と
し
て
小
坂
町
民
ま
た
は
町

内
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
。
高

校
生
以
下
は
不
可
。

◆
参
加
料　

１
チ
ー
ム
５
千
円

◆
審
判　

帯
同
審
判
制

※
審
判
を
帯
同
で
き
な
い
チ
ー
ム
は

２
千
円
の
斡
旋
料
を
納
入

◆
申
込
期
限　

11
月
５
日（
月
）

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
坂
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
セ
パ
ー
ム
内　

TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

◆
日
時　

11
月
18
日（
日
）

　

午
前
９
時
30
分

◆
会
場　

セ
パ
ー
ム

◆
参
加
資
格

　

原
則
と
し
て
小
坂
町
民
ま
た
は
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
方
。

◆
参
加
料

　

男　
　

子　

５
千
円

　

レ
デ
ィ
ス　

４
千
円

◆
申
込
期
限　

11
月
８
日（
木
）

◆
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
坂
町
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
セ
パ
ー
ム
内　

TEL�

29
︱
２
０
６
９
）

　グリーンフィル小坂㈱の、侵出水処理施設か
らの処理水を採取し、放射性物質の分析を行っ
ています。
　８月の測定結果は、不検出となりました。
　今後も、施設の適正な管理等を指導するとと
もに、測定結果を公表していきます。
生活環境班（TEL29－２４００）

　　採取場所
グリーンフィル小坂
大谷地川末端
小坂川下流

試料名
処理水
河川水
河川水

ヨウ素
不検出
不検出
不検出

セシウム134
不検出
不検出
不検出

セシウム137
不検出
不検出
不検出

採　　取　　日
測　定　期　間

平成24年８月23日
８月23日から８月29日

（単位：ベクレル／リットル）

＊ 

お
・
め
・
で
・
た
＊

〈
濁
川
〉

　
中
村　

心み

紅く

（
父
・
龍
太
郎
、
母
・
睦
）

＊
お
・
く
・
や
・
み
＊

〈
栄
町
〉　　
　
　

飯
塚
兎　
　

〈
濁
川
〉　　
　
　

杉
原
五
三
二

〈
古
苦
竹
〉　　
　

本
田　

裕
子

〈
岩
沢
〉　　
　
　

細
越　

ミ
チ

〈
野
口
〉　　
　
　

和
田　

ミ
ヤ

〈
野
口
〉　　
　
　

本
田　

チ
ヱ

※『
慶
弔
だ
よ
り
』へ
の
掲
載
を
希

望
さ
れ
な
い
場
合
は
、
届
出
の

際
に
窓
口
へ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

（
９
月
受
付
分
・
敬
称
略
）

全
町
男
子
・
レ
デ
ィ
ス
カ
ッ
プ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

学
校
・
保
育
所
給
食
食
材
の

「
放
射
性
物
質
検
査
結
果
」を

お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
検
査
日
＝
９
月
12
日

　

①
七
滝
保
育
所（
キ
ュ
ウ
リ
）

　

②
小
坂
マ
リ
ア
園（
ニ
ン
ジ
ン
）

◆
検
査
日
＝
９
月
14
日

　

③
小
坂
小
学
校（
ニ
ン
ジ
ン
）

　

④
七
滝
小
学
校（
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）

　

⑤
小
坂
中
学
校（
ナ
ス
）

◆
検
査
結
果　

→　

す
べ
て
不
検
出

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

①
・
②
町
民
課
町
民
福
祉
班

（
TEL�

29
︱
２
４
０
０
）

③
～
⑤
教
育
委
員
会
事
務
局
総
務
班

（
TEL�

29
︱
２
３
４
２
）

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

募
集

全
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

平
成
24
年
の
小
坂
町
産

の
米
の
放
射
性
物
質
検
査

を
実
施
し
た
結
果
、
放
射

性
セ
シ
ウ
ム
は「
不
検
出
」と

な
り
、
米
の
出
荷
・
譲
渡
自

粛
は
解
除
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
家
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

米
の
放
射
性

物
質
検
査
測
定

結
果
に
つ
い
て



17

お
知
ら
せ

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

注：在宅当番医は、平日は午後５時から
８時まで、日曜祝日は午前９時から
午後８時までです。

町の人口・世帯数
10月１日現在の住民基本台帳より
（　　）内は前月比

人　口

男

女

世帯数

5,942人

2,772人

3,170人

2,575世帯

（－12人）

（－ 8人）

（－ 4人）

（－ 7世帯）

※面会の予約はできません。当日受付のみとなります。
※１人あたりの面会時間の上限を30分とさせていただきます。

月　日 行　　事　　名 在宅当番医 月　日 行　　事　　名 在宅当番医
行政相談日（ほっとりあ）
（康楽館休演日）
【可燃ごみ】

市日健康相談（だんらん）
【生ごみ（中央地区）】

おはなしランプ（図書館）
【可燃ごみ】

【生ごみ（中央地区）】
《文化の日》
【古紙類】

【可燃ごみ】

小坂町消防団火災想定訓練　秋の火災予
防運動（～10日）
小坂高校修学旅行（～８日）

〈土用〉
鹿角ミニバス大会（～21日）
【古紙類】

ノーメディア・チャレンジ週間（～９日　町内
各小中）
（図書館・郷土館休館日）【生ごみ（中央地区）】

食と農の祭典（20日～）
【可燃ごみ】

（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

〈立冬〉

〈霜降〉
心配ごと相談日
【可燃ごみ】

施設開放日（七滝保育所）
【生ごみ（中央地区）】

小坂町ゆとりの日
【びん、缶等資源類】

１歳３か月児育児相談（ゆーとりあ）
【可燃ごみ】

施設開放日（七滝保育所）
【生ごみ（中央地区）】

学習発表会・閉校セレモニー・語る会（七滝小）
【不燃物（Ａ地区）・ペットボトル】

全町バスケットボール大会

【不燃物（Ｂ地区）・ペットボトル】

振替休業日（七滝小）
（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

小坂高校　坂高祭 心配ごと相談日
（康楽館休演日）
【可燃ごみ】

（図書館・郷土館休館日）
【生ごみ（中央地区）】

(火)
人権擁護特設相談所開設（川上公民館）
【可燃ごみ】

(水)
（康楽館休演日）

小坂町ゆとりの日
【びん、缶等資源類】
〈七五三〉
１歳６か月児・３歳児・４歳児健診（ゆーとりあ）
【生ごみ（中央地区）】

笹村整形外科
☎30-0035

笹村整形外科
☎30-0035

大 里 医 院
☎22-1251

本 田 医 院
☎35-3002

本 田 医 院
☎35-3002

三ヶ田医院
☎31-1231

村 木 医 院
☎22-2055

長 橋 医 院
☎23-7612

いけがみクリニック
☎30-0111

大湯リハビリ病院
☎37-3511

大湯リハビリ病院
☎37-3511

福 永 医 院
☎35-3117

笹村整形外科
☎30-0035

鹿角中央病院
☎23-4131

三ヶ田医院
☎31-1231

村 木 医 院
☎22-2055

鹿角中央病院
☎23-4131

大 里 医 院
☎22-1251

小笠原医院
☎35-2011

小笠原医院
☎35-2011

長 橋 医 院
☎23-7612

福 永 医 院
☎35-3117

本 田 医 院
☎35-3002

長 橋 医 院
☎23-7612

大湯リハビリ病院
☎37-3511

いけがみクリニック
☎30-0111

いけがみクリニック
☎30-0111
小坂町診療所
☎29-5500
なかのクリニック
☎22-7335

三ヶ田医院
☎31-1231
小坂町診療所
☎29-5500

【可燃ごみ】
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こ
の
冊
子
は
環
境
に
配
慮
し
、古
紙
配
合
率
100%

の
再
生
紙

及
び
大
豆
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す

①キャベツとにんじん・塩昆布を入れて軽くもみます。桜エビ
とレモン汁を加えて混ぜて出来上がりです。

キャベツ（せん切り）
塩昆布
にんじん（細いせん切り）
桜エビ
レモン汁

300g
5g程度
30g
大１
適宜

①若鶏に酒・醤油・生生姜・ニンニクを入れ良く混ぜて10分
位休ませておきます。

②次に溶き卵と上新粉といりごまを入れます。（この調理法は
若鶏に濃厚な味がつきます）

③油を鍋に入れて180℃位に温まったら鶏肉を入れます。表面
が固まってきたら一度油から上げて空気に触れさせ、それか
ら160℃位でじっくり火をとおします。最後に火を少し強く
（180℃）してから油からあげます。（カラリとした出来上が
りになります）

　今回は、子どもたちが大好きな「若鶏の唐揚げ」と「キャベツの昆布和
え」を紹介します。
　今回の唐揚げは、衣に上新粉（米の粉）を使っています。衣を変えるこ
とで、違ったおいしさを味わうことが出来ます。ぜひお試しくださいネ。

若鶏切り身
料理酒
醤油
生生姜（すりおろす）
ニンニク（すりおろすか薄切り）
鶏卵
米の粉（上新粉）
白いりごま
揚げ油

※米の粉を使うことで油の吸収が少なくなります。

※サラダ感覚で野菜がたくさん食べられますよ！

80g×４
大１

大１～２
1/2片
1/2ヶ
1/2個

大６～７
大1/2

たっぷり

・宗派、寺院等は問いません
・86区画中残り45区画（10月１日現在）

小坂町小坂共同墓地管理委員会
鏡得寺代表　柏葉修道（☎29－2234）

お問合せ
管 理 者
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